
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ（
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
）で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

か
ら
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ボ
ー
ル
の
判

定
に
Ａ
Ｂ
Ｓ（
ロ
ボ
ッ
ト
審
判
）
チ

ャ
レ
ン
ジ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

他
の
多
く
の
競
技
で
も
ビ
デ
オ

（
リ
プ
レ
イ
）検
証
等
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

２
０
２
２
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
本

対
ス
ペ
イ
ン
戦
の
『
三
笘
の
１
ミ

リ
』に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、判
定

の
正
確
性
・
公
平
性
な
ど
が
担

保
さ
れ
る
の
で
、Ｉ
Ｔ
等
の
利
用

は
ウ
エ
ル
カ
ム
だ
と
思
う
。

　

一
方
で
、
政
治
・
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
は
ど
う
か
？　

血
の
通
っ
た
政

策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、Ａ
Ｉ

に
は
よ
ら
な
い
？　

多
様
な
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

直
近
で
は
、
国
会
審
議
の
短
さ

を
タ
イ
パ
・
コ
ス
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
）
重
視
に
？
と
同
調
す
る
向

き
も
あ
る
が
、
民
主
主
義
に
過
度

の
タ
イ
パ
・
コ
ス
パ
を
求
め
る
こ

と
は
民
主
主
義
が
形
骸
化
す
る

危
険
性
を
は
ら
む
。（
髙
）
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（1）

（毎月の購読料は会費に含まれています）

　

２
月
28
日
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
空
爆
か
ら
始
ま
っ

た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
閉
鎖
は
、原
油
価
格
の
高
騰
を
招
き
世
界
経
済
を

大
混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
。日
本
の
原
油
輸
入
の
約
９
割
が
通
過
す
る

ル
ー
ト
が
断
た
れ
、石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
の
原
料
供
給
が
激
減
、

様
々
な
業
界
へ
連
鎖
的
混
乱
が
広
が
っ
て
い
る
。北
海
道
は
広
い
ゆ
え

に
物
流
コ
ス
ト
が
元
々
高
く
、
他
地
域
以
上
に
家
計
や
企
業
経
営
を

圧
迫
す
る
。今
後
、中
東
は
ど
う
な
る
の
か
。徳
永
エ
リ
道
商
工
連
盟
会

長（
参
議
院
議
員
）、
勝
部
賢
志
同
協
同
組
合
理
事
長（
参
議
院
議
員
）

の
国
会
報
告
も
交
え
、中
小
企
業
対
策
の
最
新
状
況
を
報
告
す
る
。

世
界
経
済
大
混
乱 

│ 

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
空
爆

「
原
油
高
騰
」 

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
ど
う
な
る

資
金
繰
り
の
悪
化
で
事
業
継
続
が

困
難
に
な
る「
選
別
の
時
代
」に
突

入
し
た
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

(3)  

医
療
現
場
で
資
材
不
足

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
使
い
捨
て

医
療
器
具（
注
射
器
、
点
滴
チ
ュ
ー

ブ
、血
液
バ
ッ
グ
、手
袋
、各
種
消
毒

剤
な
ど
）の
供
給
が
不
安
定
に
な
っ

て
き
た
。医
療
機
関
は
公
定
価
格

（
診
療
報
酬
）
で
運
営
さ
れ
る
た

１
．北
海
道
経
済
へ
打
撃

　

北
海
道
は
広
い
ゆ
え
に
物
流
コ

ス
ト
が
高
く
、
重
油
・
ナ
フ
サ
価

格
の
高
騰
は
他
地
域
以
上
に
経
営

を
圧
迫
す
る
。影
響
は
交
運
業
界

だ
け
で
な
い
。

(1)  

建
設
現
場
は
資
材
不
足
と
工

事
中
断

　

建
設
現
場
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品（
断
熱
材
、
塩
ビ
パ
イ
プ
、
塗

料
、
接
着
剤
な
ど
）の
価
格
が
暴
騰

し
、
採
算
が
合
わ
な
い
た
め
民
間
・

公
共
工
事
問
わ
ず
中
断
や
延
期
が

発
生
し
て
い
る
。

(2)  

価
格
転
嫁
が
追
い
つ
か
な
い

　

中
小
の
建
設
業
・
製
造
業
で
は
、

　北海道商工連盟と同協同組合の令和８年

度定期総会・同通常総会を下記の日程で開

催しますので多数ご出席ください。

午前 10時～ 12 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月23日（火）

定期総会・通常総会のお知らせ
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め
、
資
材
価
格
の
高
騰
を
患
者
に

転
嫁
で
き
ず
、病
院
経
営
そ
の
も
の

を
圧
迫
す
る
。

２
．ナ
フ
サ
の
中
東
依
存

　

日
本
は
石
油
化
学
産
業
の
基
幹

原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
の
多
く
を
輸

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

入
に
た
よ
り
、
中
東
依
存
度
が
極

め
て
高
い
。ナ
フ
サ
は
、
原
油
を
蒸

留
し
て
得
ら
れ
る
沸
点
30
〜
１
８

０
℃
の
軽
質
な
石
油
成
分
。

　

政
府
や
石
油
化
学
業
界
は
中
東

以
外
か
ら
の
調
達
を
急
ぎ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
ロ
シ
ア
制
裁

が
あ
る
も
の
の
、
日
本
企
業
が
出

資
す
る
極
東
の
油
田
・
天
然
ガ
ス

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
サ
ハ
リ
ン
２
」

か
ら
制
裁
対
象
外
の
原
油
の
調
達

を
始
め
た
。原
油
は
世
界
的
な
争

奪
戦
で
高
騰
し
て
い
る
。

３
．今
後
の
見
通
し

　

２
０
２
６
年
５
月
上
旬
現
在
、

事
態
は
極
め
て
流
動
的
だ
が
、
以

下
の
よ
う
な
動
き
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

(1)  

短
期（
〜
２
０
２
６
年
内
）

　

在
庫
確
保
と
選
別: 

備
蓄
（
約

８
カ
月
分
）の
一
部
放
出
で
最
悪
の

事
態
は
し
の
い
で
い
る
が
、資
材
確

保
が
で
き
る
企
業
と
で
き
な
い
企

業
の
格
差
が
拡
大
す
る
。

(2)  

中
期（
２
０
２
７
年
〜
）

　

脱
・
石
油
素
材
へ
の
移
行: 

石

油
に
頼
ら
な
い
代
替
素
材
（
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
断
熱
材
や
、バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
）
へ
の
切
り
替
え
が

加
速
す
る
と
見
ら
れ
る
。

(3)  

長
期（
２
０
２
９
年
〜
） 

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
設
計: 

石
油
依
存
度
を
下
げ
た
「
循
環
型

経
済
」へ
の
構
造
改
革
が
、
北
海
道

の
地
域
産
業
に
お
い
て
も
不
可
欠

　

イ
ラ
ン
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
原

油
高
と
供
給
不
安
が
国
民
生
活
や

日
本
経
済
に
深
刻
な
影
を
落
と
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
で
は
こ
の
事

態
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
政
府

は
速
や
か
に
補
正
予
算
を
編
成
す

べ
き
で
す
。

　

中
道
改
革
連
合
・
立
憲
民
主
党
・

公
明
党
の
三
党
が
実
施
し
た
約

１
・
２
万
件
の
調
査
で
は
、
個
人

の
98
％
が
物
価
高
の
影
響
を
訴

え
、　

法
人
の
半
数
以
上
も
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
悪
化

や
賃
上
げ
停
滞
の
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
三
党
は
官

房
長
官
に
対
し
「
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
緊
急
提
言
」

を
提
出
。
燃
油
・
光
熱
費
補
助
、

困
窮
世
帯
支
援
、
法
人
の
資

金
繰
り
対
策
や
雇
用
維
持
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

の
早
期
編
成
を
強
く
求
め
ま

し
た
。
今
後
も
現
場
の
声
を

政
府
に
届
け
、
国
民
の
安
心

を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

国会報告

北
海
道
商
工
連
盟（

参
議
院
議
員
）

会　

長　

徳　

永　

エ　

リ

物
価
高
が
深
刻
！  
補
正
予
算
の
早
期
編
成
を
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に
な
る
。

４
．当
面
の
道
内
の
対
応
策

　

道
内
の
中
小
企
業
や
地
域
社
会

で
は
、
以
下
の
よ
う
な
動
き
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

(1)  

公
的
支
援
の
活
用

　

高
市
首
相
の
「
原
油
や
ナ
フ
サ

は
足
り
て
い
る
」と
い
う
楽
観
的
な

姿
勢
は
、
現
場
の
危
機
感
と
大
き

く
乖
離
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
答
弁
で
は
供
給
不
安
や
節

電
要
請
、
医
療
物
資
へ
の
優
先
配

分
を
否
定
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

過
去
の
レ
ア
ア
ー
ス
は
台
湾
失
言

の
穴
埋
め
狙
い
の
よ
う
で
、
メ
キ
シ

コ
産
原
油
調
達
の
成
功
発
表
も
、

実
は
た
っ
た
１
０
０
万
バ
レ
ル（
日

本
の
必
要
量
１
日
３
０
０
万
バ
レ

ル
）で
す
か
ら
過
大
広
告
で
、
そ
の

信
頼
性
に
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

道
や
国
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
の
補
助
金
、融
資
制
度

の
早
期
活
用
に
よ
る
事
業
存
続
と

雇
用
の
確
保
。

(2)  

地
域
内
循
環
の
強
化

　

以
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
な
ど
、
中
東
情
勢
に
左
右
さ

れ
な
い
地
域
完
結
型
の
資
源
活
用

の
再
評
価
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
業
界
団
体

を
通
じ
た
情
報
の
共
有
と
、官
民
一

体
と
な
っ
た
資
源
の
融
通
が
、
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
鍵
と
な
る
だ

け
に
、
国
や
自
治
体
の
取
り
組
み

が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

５
．国
の
取
り
組
み
の
現
状

(1)
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
引
き
下
げ

　

政
府
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖

に
よ
る
原
油
途
絶
対
策
で
備
蓄
原

油
の
放
出
と
、
原
油
高
騰
対
策
の

補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て
、
１
リ
ッ
ト

ル
１
９
０
円
台
ま
で
値
上
が
り
し

た
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
１
７
０
円
付

近
ま
で
引
き
下
げ
て
い
る
。ち
な
み

に
、４
月
27
日
現
在
、ド
イ
ツ
は
３

９
７
円
、
フ
ラ
ン
ス
が
３
７
３
円
、

英
国
が
３
３
９
円
、
米
国
１
７
４

円
、日
本
は
１
７
０
円
。

　

不
足
す
る
原
油
の
代
替
調
達
先

の
開
拓
で
中
東
の
別
ル
ー
ト
や
米

国
、
極
東
ロ
シ
ア
か
ら
の
買
い
付
け

を
開
始
し
た
。今
後
、中
南
米
や
中

央
ア
ジ
ア
、東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら

　

立
憲
・
公
明
・
中
道
三
党

共
同
の
調
査
で
は
、
企
業
の
８

割
以
上
が
す
で
に
原
材
料
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
医
療
資
材
の

調
達
難
を
訴
え
る
声
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。パ
ニ
ッ
ク
防
止
を
優

先
す
る「
大
本
営
発
表
」は
、
企

業
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
危
機
長
期
化
を
前
提

と
し
た
正
確
な
情
報
開
示
と
、

中
小
企
業
や
暮
ら
し
を
守
る
実

効
性
の
あ
る
経
済
対
策
で
す
。

国会報告

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

（
参
議
院
議
員
）

理
事
長　

勝　

部　

賢　

志

危
機
長
期
化
前
提
に
実
効
性
あ
る
対
策
を

か 

い 

り
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も
見
込
ん
で
い
る
。４
月
分
で
は
代

替
え
調
達
の「
２
割
以
上
」の
目
途

が
付
い
た
と
し
、
５
月
分
は
「
過

半
」
に
目
途
が
立
ち
、「
年
を
越
え

て
供
給
を
確
保
で
き
る
見
通
し
」と

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
不
足
分
は

備
蓄
か
ら
供
給
し
て
い
る
。

　

企
業
支
援
は
、
経
済
産
業
省
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
中
東
情
勢
関
連

対
策
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
」
サ

イ
ト
を
設
け
、
取
り
組
み
状
況
や
、

相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

(2)  

不
足
資
機
材
の
確
保

　

石
油
化
学
業
界
は
も
と
よ
り
、

建
設
業
、運
輸
業
、製
造
業
、医
療
・

介
護
、農
業
・
漁
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

業
界
か
ら
不
足
資
機
材
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

不
足
を
見
込
ん
だ
大
口
の
注
文

で
品
薄
状
態
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
業
界
へ
の
要
請
な
ど
で
改
善
を

図
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
値
上
が

り
分
を
下
請
け
に
押
し
付
け
る
よ

う
な
例
も
あ
り
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
価
格
反
映
を
業

界
へ
要
請
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
。

　

し
か
し
ま
だ
影
響
の
情
報
収
集

段
階
で
も
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
気

に
な
る
。国
の
取
り
組
み
は
経
済
産

業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
現
状
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
関
係
業

界
の
動
き
を
ぜ
ひ
確
認
し
て
ほ
し

い
。

(3)  

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

　

中
小
企
業
対
策
の
中
心
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
経

営
環
境
変
化
対
応
資
金
）」で
、
貸

付
限
度
額
７
億
２
０
０
０
万
円

（
利
率
２
・
55
％
）、
国
民
生
活
事

業
は
限
度
額
７
２
０
０
万
円
（
利

率
３
・
25
％
）が
あ
る
。

対
象
者　

一
時
的
に
売
上
の
減
少

等
業
況
悪
化
を
き
た
し
て
い
る
が
、

中
長
期
的
に
は
そ
の
業
況
が
回
復

し
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

対
象
要
件　

最
近
３
カ
月
の
売
上

高
が
前
年
同
期
ま
た
は
前
々
年
同

期
に
比
べ
て
５
％
以
上
減
少
等

　

↓
特
別
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ

た
災
害
・
事
象
に
よ
る
影
響
を
受

け
た
場
合
、
数
値
要
件
を
満
た
さ

ず
と
も
、資
金
繰
り
に
著
し
い
支
障

を
き
た
し
て
い
る
、
ま
た
は
き
た
す

お
そ
れ
が
あ
れ
ば
対
象
。

　

原
油
価
格
な
ど
原
材
料
価
格
の

影
響
に
よ
る
最
近
の
売
上
高
、
総

利
益
率
、
営
業
利
益
率
な
ど
が
前

期
に
比
べ
５
％
以
上
減
少
し
た
場

合
は
、
利
率
が
０
・
４
％
控
除
さ

れ
る
。

　

融
資
条
件
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　

５
月
１
日
、
札
幌
市
大
通
公
園
８
丁
目
広
場
で

第
97
回
全
道
メ
ー
デ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
は
主

催
１
５
０
団
体
・
３
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
の
須
間
等
連
合
北
海
道
会
長
は
、
挨
拶

の
中
で
、
２
０
２
６
春
闘
に
つ
い
て
、「
大
幅
賃
上

げ
の
流
れ
が
継
続
」「
１
０
０
人
未
満
で
は
５
・
23

％
」「
現
段
階
で
は
健
闘
」と
触
れ
た
う
え
で
、「
中

小
企
業
の
賃
金
引
き
上
げ
は
、『
適
切
な
価
格
転

嫁
』『
適
正
取
引
』が
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

述
べ
た
。

　

集
会
に
は
、
徳
永
エ
リ
商
工
連
盟
会
長
・
勝
部

賢
志
商
工
連
盟
協
同
組
合
理
事
長
の
両
参
議
院

議
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

第 97回全道メーデー開催
適切な価格転嫁で中小の賃上げを

労商連携で徳永道商工連会長と勝部賢志同協同組合理事長が参加

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

６
．補
正
予
算
ど
う
す
る
？ 

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
に
よ
る
原

油
価
格
の
高
騰
は
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
を
ま
ね
き
、
世
界
経

済
は
大
混
乱
に
な
っ
た
。先
に
成
立

し
た
国
の
新
年
度
予
算
に
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
事
態
な
の
で
、
早
急

な
補
正
予
算
の
編
成
が
必
要
だ
。

急
激
な
物
価
高
に
対
す
る
救
済
措

置
は
ど
う
す
る
の
か
。日
本
の
雇
用

を
支
え
る
中
小
企
業
の
存
続
基
盤

の
危
機
と
も
い
わ
れ
る
事
態
に
、
国

は
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。早
急
に
補
正
予
算
を
組

ん
で
成
立
さ
せ
て
ほ
し
い
。　

厳
し

い
状
況
が
続
く
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
業
界
団
体
を
通
じ
た
情
報

の
共
有
と
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
資

源
の
融
通
が
、こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
鍵
と
な
る
だ
け
に
、国
や
自
治

体
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
に

な
る
。（
青
）



（５）

Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
人
だ
は
誉
め
て

る
の
？

若
者
の
「
普
通
に
い
い
」
は
ホ

メ
言
葉

フ
ァ
イ
ト
っ
て
一
発
二
発
と
数
え

ま
す

シ
ニ
ア
割
拒
否
す
る
だ
ろ
か
郷

ひ
ろ
み

も
う
元
に
戻
れ
な
い
も
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト

ア
メ
リ
カ
人
な
ぜ
あ
ん
な
人
選

ん
だ
の

誤
爆
だ
と
子
供
殺
し
て
知
ら
ん

顔困
る
こ
と
あ
っ
た
か
今
の
憲
法

での
ん
き
だ
ね
い
く
さ
に
行
く
の

君
な
の
に

最
近
は
と
ん
と
聞
か
な
い
東
洋
一

妻
だ
な
と
ひ
と
目
で
分
か
る
シ

ル
エ
ッ
ト

詰
め
す
ぎ
た
防
災
リ
ュ
ッ
ク
持

て
ま
せ
ん

震
度
３
誰
も
気
づ
か
ぬ
立
ち
飲

み
屋

徳
利
を
下
げ
て
狸
が
来
な
い
か

な　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

こ
れ
ま
で
、
が
ん
患
者
の
運
動

は
心
疾
患
予
防
等
の
健
康
維
持
に

は
役
立
つ
も
の
の
、
が
ん
自
体
の

再
発
抑
制
に
つ
い
て
は
科
学
的
根

拠
が
不
十
分
だ
っ
た
。
し
か
し
、

２
０
２
５
年
、
大
規
模
な
国
際

共
同
研
究
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ｅ
試
験
」
で
、
運
動
が
再
発
リ

ス
ク
を
劇
的
に
下
げ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
と
、
同
年
５
〜
６
月
開

催
の
米
国
臨
床
腫
瘍
学
会
で
発
表

さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
の
具
体
的
方
法
と
結

果
は
以
下
の
通
り
。

① 

対
象
と
手
法
： 

手
術

後
の
大
腸
が
ん
患
者
８
８

９
人
を
、
専
門
的
な
運

動
指
導
を
受
け
る
群
と
受

け
な
い
群
に
分
け
、
最
長

10
年
追
跡
。

② 

驚
く
べ
き
効
果
： 

運

動
群
は
５
年
無
病
生
存

期
間
に
お
い
て
、
再
発
・

死
亡
リ
ス
ク
が
28
％
低

下
。
こ
の
効
果
は
最
新
の

世
界
初「
抗
が
ん
剤
よ
り
も
効
く
」

運
動
で
が
ん
の
再
発
を
抑
え
る

健 康

抗
が
ん
剤
に
匹
敵
す
る
衝
撃
的
な

数
値
で
す
。

③ 

具
体
的
な
内
容
： 

指
導
員
の

下
、
週
３
〜
４
回
、
１
回
45
〜
60

分
の
早
歩
き
相
当
の
運
動
を
３
年

間
継
続
。
脱
落
者
を
含
め
た
厳
密

な
解
析
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
解
析
）
で
も
有

効
性
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
に
よ
る
と
、
筋
肉
痛

等
の
軽
い
副
反
応
は
あ
る
も
の
の
、

化
学
療
法
に
比
べ
負
担
は
少
な

く
、
運
動
が
「
が
ん
再
発
予
防
」

の
有
力
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
公
的
資
金
に
よ
る
信
頼

性
の
高
い
こ
の
結
果
は
、
今
後
の

が
ん
治
療
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
る
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。

  

当
面
の
会
議
日
程

北
海
道
商
工
連
盟
第
１
１
９
回

理
事
会
、
北
海
道
商
工
連
盟
協

同
組
合
第
１
３
６
回
理
事
会

日
時　

５
月
18
日(

月)

10
時
か

　
　
　

ら
12
時

場
所　

北
海
道
中
小
企
業
会
館

議
題　

定
期
総
会
・
通
常
総
会
提

　
　
　

出
議
案

　
　
　

役
員
選
考
委
員
会
を
設
置

北
海
道
商
工
連
盟
第
53
回
定
期

総
会
、
北
海
道
商
工
連
盟
協
同

組
合
第
１
３
６
回
通
常
総
会

日
時　

６
月
23
日(

火)

10
時
か

　
　
　

ら
12
時

場
所　

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

　
　
　

札
幌

議
題　

２
０
２
５
年
度
事
業
報

　
　
　

告
・
２
０
２
６
年
度
事
業

　
　
　

計
画
等
（
予
算
・
決
算
含

　
　
　

む
）
役
員
改
選

＊
こ
の
記
事
は
毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル

（
２
０
２
５
年
12
月
11
日
）「
が
ん
に

よ
く
あ
る
「
誤
解
」
と
「
迷
信
」
を

参
考
に
し
ま
し
た
。


